
　

桂
川
町
役
場 

☎
６
５
・
１
１
０
０
（
代
表
）	

FAX 

６
５
・
３
４
２
４

町
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

　

平
成
26
年
４
月
か
ら
の
新
規
入
所
（
園
）
お
よ
び
継
続
入
所
（
園
）
の
ご
案
内
で
す
。

【
町
内
の
保
育
所
（
園
）】
３
カ
所

　

○
土
師
保
育
所
（
公
立
・
土
師
二
四
六
四
番
地
一
・
定
員
１
２
０
人
）

　

○
吉
隈
保
育
所
（
公
立
・
吉
隈
二
六
九
番
地
一
五
・
定
員
90
人
）

　

○
善
来
寺
保
育
園
（
私
立
・
土
居
一
〇
九
四
番
地
二
九
・
定
員
１
２
０
人
）

【
保
育
時
間
】
７
時
30
分
～
18
時
30
分

　

※
た
だ
し
、
行
事
な
ど
の
都
合
に
よ
り
、
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
対　

象
】
生
後
３
カ
月
か
ら
就
学
未
満
の
乳
幼
児
で
、
保
護
者
が
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
し
、
か
つ
同
居
の
親
族
そ
の
他
の
人
が
児
童
を
保
育
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
認
め
ら
れ
る
家
庭

　

①
家
庭
の
外
で
仕
事
を
し
て
い
る

　

②
内
職
、
自
営
業
な
ど
で
昼
間
に
家
事
以
外
の
仕
事
を
し
て
い
る

　

③
病
気
あ
る
い
は
出
産
前
後
で
あ
る

　

④
そ
の
他
の
理
由
で
家
庭
で
の
保
育
が
で
き
な
い

【
申
込
用
紙
】
申
込
用
紙
は
、
保
育
所
（
園
）・
役
場
住
民
課
に
あ
り
ま
す
。

【
申
込
期
間
】
１
月
６
日
～
24
日

 

申
込
・
問
合
先　
　

土
師
保
育
所　

☎
６
５
・
０
０
７
７

　
　
　
　
　
　
　
　

吉
隈
保
育
所　

☎
６
５
・
３
３
６
７

　
　
　
　
　
　
　
　

善
来
寺
保
育
園　

☎
６
５
・
１
７
０
２

1
平
成
26
年
４
月
か
ら
の

保
育
所
・
保
育
園
の
入
所
・
入
園
の
ご
案
内

2
平
成
26
年
４
月
か
ら
の

桂
川
町
学
童
保
育
所
の
入
所
児
童
募
集

　

学
童
保
育
所
は
、
保
護
者
が
就
業
ま
た
は
疾
病
な
ど
の
た
め
に
、
放
課
後
保
育
を

必
要
と
す
る
家
庭
の
児
童
に
対
し
、
安
全
の
確
保
、
健
全
育
成
を
図
る
た
め
の
施
設

で
す
。

　

平
成
26
年
４
月
か
ら
入
所
を
希
望
す
る
人
は
、
次
の
と
お
り
申
し
込
み
を
お
願
い

し
ま
す
。
な
お
、継
続
入
所
を
希
望
す
る
人
も
、同
様
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

【
対　

象
】
小
学
１
～
６
年
生

【
募
集
定
員
】
○
桂
川
学
童
（
定
員
２
０
０
人
）　

　
　
　　
　
　

○
東
学
童
（
定
員 

50
人
）

【
保
育
日
】
平
日
、
土
曜
日
、
学
校
の
振
替
休
日
、

　

春
夏
冬
休
み
（
日
・
祝
日
、
年
末
年
始
は
休
み
）

【
保
育
時
間
】
平
常
保
育 

放
課
後
～
18
時
20
分

　
　
　
　
　
　
一
日
保
育 

８
時
～
18
時
20
分

【
利
用
料
】
１
人 

月
額 

５
、５
０
０
円
（
２
人
目
以
降 

１
人 

月
額 

４
、０
０
０
円
）

【
申
込
用
紙
】
各
学
童
保
育
所
、
桂
川
町
社
会
福
祉
協
議
会
、
役
場
住
民
課
、
住

民
セ
ン
タ
ー
、
ひ
ま
わ
り
の
里
、
幼
稚
園
、
各
保
育
所
（
園
）
で
、
12
月
13
日
㈮

か
ら
配
布
開
始

【
申
込
期
間
】
○
新
２
～
６
年
生 

… 

１
月
６
日
～
17
日

　
　
　
　
　
　
　

○
新
１
年
生　
　

 

… 

１
月
６
日
～
31
日

　

※
期
間
を
過
ぎ
て
の
申
し
込
み
は
、
待
機
扱
い
と
な
り
ま
す
。

 

申
込
・
問
合
先　

桂
川
町
社
会
福
祉
協
議
会　

☎
６
５
・
２
２
７
１
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